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■ 地域未来交付金事業 住民説明会開催
■ 嶋﨑修教育長が着任
■ 新人国家公務員が丹波山村で研修
■ がん患者アピアランスケア助成事業

8
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トピックス

社会を明るくする運動強調月間によせて

タバスキーの画像を使いたいときは？

人口と世帯（6 月 30 日現在）

人口 493
世帯 286

男
254

女
239

　
7
月
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

に
合
わ
せ
、
上
野
原
地
区

推
進
委
員
会
か
ら
会
長
ら

の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

も
令
和
2
年
か
ら
保
護
司

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

保
護
司

は
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直

り
を
地
域
で

支
え
る
民

間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

で
、
法
務
大

臣
か
ら
の
委

嘱
を
受
け
て

無
償
で
活
動

し
ま
す
。
保

護
観
察
処
分

を
受
け
た
少

　誕生からもうすぐ 30 年。みんなから愛される丹
波山村のマスコットキャラクター・タバスキー。そ
んなタバスキーの「画像を使いたい」というお問い
合わせを度々いただきます。「丹波山村マスコット
キャラクター使用申請書」に使用の目的や期間、使
用方法などを記入いただき、村が許可した場合は、
お使いいただくことができます。詳しくは、村ホー
ムページから「丹波山村マスコットキャラクター使
用取扱要綱」でご確認ください。

年
や
、
刑
務
所
か
ら
仮
釈

放
さ
れ
た
人
た
ち
と
定
期

的
に
面
談
を
し
て
報
告
書

に
ま
と
め
た
り
、
社
会
復

帰
に
向
け
た
生
活
環
境

の
調
整
な
ど
を
し
た
り

し
ま
す
。「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
も
犯
罪
や

非
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
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（１）

7 月 11日、12日に祇園祭が行われ、丹波山村文化財保存会による「ささら獅子舞」が披露されました。村内外から集まった多くの人が見物する
中、五穀豊穣、家内安全を祈る舞が奉納されました。

今月の
 タバスキー村長室から

を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

の
一
つ
で
す
。
全
国
で
約

４
万
６
０
０
０
人
が
保
護

司
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
が
、保
護
司
の
高
齢
化
、

な
り
手
不
足
が
深
刻
で

す
。
丹
波
山
村
が
所
属
す

る
上
野
原
地
区
で
も
、
新

た
な
保
護
司
の
確
保
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
丹
波
山
村
に
は
保
護
司

の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
や

非
行
防
止
の
啓
発
な
ど
、

地
域
社
会
全
体
で
犯
罪
を

防
ぐ
環
境
づ
く
り
や
保
護

司
へ
の
協
力
を
行
う
「
更

生
保
護
女
性
会
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
守
岡
登
美

子
さ
ん
、河
村
保
子
さ
ん
、

酒
井
智
子
さ
ん
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
護
司
な

ど
の
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
一
度
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

上野原地区推進委員会の会長（写真右）、
事務局長（同左）と＝ 7月 1日

タバスキーは黄色のほかにもいろんな色がいます
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今
年
4
月
に
入
庁
し
た
国

家
公
務
員
5
人
が
、
7
月
6

～
10
日
の
5
日
間
、
丹
波
山

村
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
院
が
主
催
す
る
研
修
生

の
受
け
入
れ
は
、
令
和
5
年

度
か
ら
4
年
連
続
。今
年
は
、

総
務
省
、
外
務
省
、
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
、
環

境
省
に
所
属
す
る
新
入
職
員

が
、
村
内
各
地
で
見
学
や
体

験
を
し
、
木
下
喜
人
村
長
ら

と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

7
月
1
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
、

振
興
課
内
に
観
光
推
進
室
を
設
置
し
ま

し
た
。

▼
配
置
換
え
：
長
谷
川
達
弥
（
総
務

課 

課
長 

兼 

住
民
生
活
課 

課
長
）、
岡

部
英
利
（
振
興
課
（
観
光
推
進
室
） 

室

長
）

▼
併
任
：
井
上
登
太
（
振
興
課 

主
事 

兼 

振
興
課
（
観
光
推
進
室
）
主
事
）

▼
併
任
解
除
：
矢
嶋
澄
香
（
地
域
創

造
課 

副
主
査
）

新任国家公務員５人が丹波山村で研修

　
嶋
﨑
修
教
育
長
が
就
任

７
月
１
日
付
人
事
異
動

◎退任のごあいさつ
吉野喜久男

◎就任のごあいさつ　　嶋﨑修

旧
庁
舎・中
央
公
民
館
を
解
体
、住
宅
等
整
備
へ

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用　
住
民
説
明
会
を
開
催

　

令
和
5
年
3
月
末
で

供
用
を
終
え
た
旧
庁
舎

は
、
3
年
以
上
経
っ
た
今

も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。
村
で
は
こ
れ
ま

で
、
国
土
交
通
省
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
等
を
通

じ
、
旧
庁
舎
・
中
央
公
民

館
の
活
用
方
法
を
探
っ
て

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
、
耐
震

性
能
に
課
題
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
既
存
の
建
物

の
活
用
は
難
し
い
た
め
、

解
体
・
撤
去
し
、
そ
の
後

の
土
地
を
活

用
す
る
と
い

う
方
針
に
至

り
ま
し
た
。

　
令
和
6
年

度
に
は
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査

を
実
施
。
建

物
の
一
部
に

ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
解

体
に
か
か
る
費
用
は
お
よ

そ
１
億
５
０
０
０
万
円
と

の
試
算
が
出
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
旧
庁
舎
・

中
央
公
民
館
を
解
体
し
、

住
宅
等
を
整
備
す
る
計
画

を
含
ん
だ
事
業
を
、
地
域

未
来
交
付
金
事
業
と
し
て

内
閣
府
へ
提
案
。
厳
し
い

審
査
の
末
提
案
が
認
め
ら

れ
、
令
和
8
年
度
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
未
来
交
付
金
は
、

地
方
の
暮
ら
し
の
安
定
を

　
吉
野
喜
久
男
教
育
長
が
6
月

30
日
付
で
任
期
満
了
に
よ
り
退

任
し
、
7
月
1
日
付
で
嶋
﨑
修

教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
11
年
6
月
ま
で
の
3

年
間
で
す
。

この村で生まれ、この村で育ち、完成したばかりの中学校校舎でわずか数カ月
を過ごした 15 の春に、28 人の同級生とともに村を離れました。その後、「お
らが村の先生を！」という村民の皆さまの後押しもあり、教員として丹波小に赴
任することができました。教育長に着任し、久しぶりに訪れた小・中学校では、
ここかしこに懐かしさを感じながらも、老朽化した校舎とともに、児童生徒数
も取り巻く環境も、大きく変わっていることに改めて気づかされました。
教育長として心がけることは、「コミュニケーション（対話）・コンセンサス（合意・
納得）・クルー（乗組員）」の３つの「Ｃ」です。対話を通して教育の目的や内
容を共有し、「教育・子育て」という同じ船に乗る乗組員という仲間意識をもって、
子どもたちの健やかな成長を支援していきます。
　朝はできる限り子どもたちとともに登校したり、村の中を歩きながら保護者
や地域の方の小さな声にも耳を傾けたりしたいと思っています。首に名札をぶ
らさげた見知らぬ男が歩いていたら、たぶんそれは私だと思いますので、怪し
むことなく「教育長！」と、いや「シマさん！」と声をかけてください。

3 年前、「丹波山村教育長に」
との話があり、とにかく驚き
ました。光栄に思いながらも
不安が大きく、家族の反対
もあり悩みましたが、「やらず
に後悔よりやって後悔」の言
葉に背中を押され決心しまし
た。
就任後は村民の皆さまの温
かいお言葉に勇気づけられま
した。音楽会、丹波っこくら

ぶの活動、体育館開放等の生涯学習をともに楽しみ、小・中学校
に行けば、子どもたちの一生懸命な姿に感動、感動でした。特に
総合的な学習の時間での思いやりに満ちた異学年の交流に心が和
みました。また村民体育祭でのささら獅子舞、木遣り歌を歌う光景
は忘れることはできません。これからも、笑顔・笑い声が満ち溢れ
た学校、そして村であることを願っています。
結びになりますが、村民の皆さまのご健勝と村の益々のご発展を
祈念いたしましてあいさつといたします。本当にありがとうございま
した。

供用終了後もそのままの旧庁舎

事業に関する説明会＝ 7 月 7 日、役場大会議室

日 時間 会場
7 月 28 日 ( 火 ) 午後 6時～午後7時 奥秋集会所

8 月   5 日 ( 水 )
午後 6時～午後7時 鴨沢公民館
午後7時 30 分～午後8時 30 分 保之瀬公民館

8 月 10 日 ( 月 )
午後 6時～午後7時 押垣外公民館
午後7時 30 分～午後8時 30 分 高尾集会所

実
現
し
、
強
い
経

済
を
構
築
す
る
た

め
、
自
主
性
と
創

意
工
夫
に
基
づ
く

地
域
独
自
の
取
組

に
対
し
、
対
象
事

業
費
の
1
／
2
が

国
か
ら
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。
こ

の
交
付
金
に
地
方

公
共
団
体
が
財
政

上
必
要
と
す
る
資
金
を
外

部
か
ら
調
達
す
る
た
め
に

負
担
し
、
複
数
年
を
か
け

て
返
済
し
て
い
く
「
地
方

債
」
の
仕
組
み
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
村
の
負
担
を

極
力
抑
え
て
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
村
が
地
域
未
来
交
付
金

事
業
と
し
て
提
案
し
、
採

択
を
受
け
た
計
画
は
、
令

和
10
年
度
ま
で
の
3
年
間

に
、
村
内
の
4
カ
所
で
住

宅
等
の
新
築
や
改
修
を

行
う
も
の
で
、
総
事
業

費
は
3
年
間
で
７
億
円

５
４
８
１
万
６
０
０
０

円
。
こ
の
う
ち
旧
庁
舎
・

中
央
公
民
館
を
解
体
し
、

住
宅
等
を
整
備
す
る
事
業

に
か
か
る
費
用
は
総
額

５
億
６
５
１
３
万
円
で

す
が
、
交
付
金
と
、
地

方
債
の
中
で
も
特
に
村

の
負
担
を
抑
え
ら
れ
る

「
過
疎
債
（
過
疎
対
策
事

業
債
）」
を
活
用
で
き
れ

ば
、村
の
実
質
の
負
担
は
、

８
４
７
７
万
円
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。

　

3
年
間
の
計
画
の
う

ち
、
令
和
8
年
度
は
、
旧

庁
舎
・
中
央
公
民
館
の
解

体
・
撤
去
に
加
え
、
国
道

４
１
１
号
沿
い
の
村
所
有

の
空
き
家
（
中
村
邸
）
を

解
体
し
、
住
宅
兼
シ
ェ

ア
キ
ッ
チ
ン
（
貸
出
式

の
厨
房
）
を
整
備
す
る

２
億
９
９
３
２
万
２
０
０
０

円
の
事
業
の
実
施
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
６
月

議
会
で
は
予
算
化
が
見
送

ら
れ
ま
し
た
。
村
で
は
、

議
会
の
要
望
に
応
じ
、
本

事
業
に
関
す
る
説
明
会
を

7
月
1
日
と
7
日
に
役
場

で
開
催
。
2
日
間
で
の
べ

49
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
の
追
加
の
要

望
を
受
け
、
以
下
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ニュース
News

今月の
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3
カ
月
か
ら
1
年
の
期

間
で
活
動
す
る
就
労
型
お

試
し
移
住
制
度
「
大
人
の

地
域
留
学
【
丹
波
山
村

大
人
の
地
域
留
学

　
　
　
　
　
新
た
に
３
人
が
活
動
開
始

　
丹
波
小
4
年
生
は
、
総

合
の
学
習
で
「
丹
波
山
村

の
魅
力
」
を
集
め
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
丹
波
山
村
の
魅
力
を

知
り
、
村
を
好
き
に
な
っ

て
も
ら
お
う
と
、
村
の
住

民
や
観
光
客
な
ど
か
ら
意

見
を
募
り
、
か
る
た
に
ま

と
め
ま
す
。

　
6
月
23
日
に
は
、
児
童

が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

持
っ
て
役
場
を
訪
れ
、
吉

野
喜
久
男
教
育
長（
当
時
）

に
協
力
を
依
頼
。
ポ
ス

タ
ー
は
役
場
の
ほ
か
、
村

内
各
所
に
掲
示
し
て
あ
り

ま
す
。
Q
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

回
答
で
き
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

村の子どもたち

　
令
和
4
年
度
に
丹
波
中

学
校
を
卒
業
し
た
芦
澤
堅

登
さ
ん
、保
坂
季
徳
さ
ん
、

鶴
田
佳
宏
さ
ん
、
袋
瀬
将

史
さ
ん
、
小
川
光
希
さ
ん

の
5
人
が
、
丹
波
山
村
が

6
月
13
日
に
開
催
し
た
山

村
留
学
説
明
会
で
、
村
で

の
学
校
生
活
に
つ
い
て
振

り
返
り
ま
し
た
。
初
め
は

芦
澤
さ
ん
1
人
だ
け
だ
っ

丹波山村の教育とは？
卒業生 5人がパネルディス
カッション

「
丹
波
山
村
の
魅
力
」
を
か
る
た
に　
丹
波
小
４
年
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト

地域活性化起業人

　
7
月
1
日
付
で
副
業
型

地
域
活
性
化
起
業
人
に
丹

澤
悟
氏
（
カ
ル
チ
ュ
ア
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
株

式
会
社
所
属
）
が
着
任
し

ま
し
た
。
関
係
人
口
の
創

出
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

　
丹
波
山
村
の
地
方
創
生

に
関
わ
る
「
企
業
人
」
を

集
め
た
第
1
回
交
流
会
を

7
月
10
日
に
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

「
企
業
人
」
か
ら
見
た
丹
波
山

村
に
つ
い
て
考
え
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ

子ども政策アドバイザーの大野さん（左）と丹波山村での学
校生活について振り返る丹波中卒業生＝ 6 月 13 日、山梨県
立やまなし地域づくり交流センター

木下喜人村長を囲み、記念撮影する参加者

大人の地域留学生に加わった大石明日香さん、
岸本彩愛さん、太田垣朱希さん（左から）

岡部英美子さん（押垣外）が５月 3 日に、酒井マキノ
さん（＝写真中央、鴨沢）が 6 月 26 日にそれぞれ
90 歳のお誕生日を迎えられ、お祝いを贈りました。い
つまでもお元気で。

酒
さ か い

井飛
ひ お

旺さん
令和 8 年 6 月 12 日生まれ

（父：隆幸さん　母：麻未さん）

「 企 業 人 」 が
交流

副
業
型
起
業
人
に

丹
澤
氏

地
域
活
性
化
起
業
人
や
ふ

る
さ
と
大
使
な
ど
、
9
社

か
ら
12
人
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
丹
波
山
村
で
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、「
丹

波
山
ら
し
さ
」
に
つ
い
て

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

アンケートを行っている丹波小 4 年生

た
ク
ラ
ス
に
、
山
村
留
学

制
度
で
新
た
な
仲
間
が

次
々
加
わ
り
、
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
い
っ
た
学
校
生

活
。
5
人
の
コ
メ
ン
ト
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
村
に
来
た
時
は
ど
う

だ
っ
た
？

―
小
２
の
終
わ
り
に
東
京

か
ら
移
住
し
た
。
当
時
は

堅
登
君
と
２
人
だ
け
。
の

び
の
び
で
き
て
、
１
カ
月

く
ら
い
で
新
し
い
環
境
に

慣
れ
た
。（
小
川
）

―
最
初
は
１
人
で
つ
ま
ら

な
か
っ
た
。
1
人
だ
と
休

み
時
間
も
本
を
読
む
く
ら

い
し
か
や
る
こ
と
が
な

い
。
休
み
時
間
と
か
休
日

に
友
達
と
一
緒
に
何
か
を

で
き
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。（
芦
澤
）

◎
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
？

―
清
流
祭
。
東
京
の
学
校

で
は
人
が
多
く
て
前
に
出

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
初

め
て
セ
リ
フ
を
覚
え
て
劇

を
し
た
が
、
前
日
は
緊
張

で
胃
が
痛
か
っ
た
。
あ
と

は
部
活
終
わ
り
に
学
校
の

前
の
店
で
み
ん
な
で
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
た
り
し
た
。

（
保
坂
）

―
地
域
の
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
と
き
、
み

ん
な
嫌
な
顔
を
せ
ず
に
協

力
し
て
く
れ
て
、
外
（
宇

都
宮
）
か
ら
来
た
自
分
に

こ
ん
な
に
良
く
し
て
く
れ

る
ん
だ
と
思
っ
て
、
村
の

こ
と
が
大
好
き
に
な
っ

た
。（
袋
瀬
）

◎
村
で
の
経
験
が
今
に
ど

う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
？

―
将
来
は
教
育
に
関
わ
り

た
い
。
自
分
が
教
育
を
受

け
た
場
所
は
特
殊
な
環
境

だ
っ
た
が
、
そ
の
い
い
と

こ
ろ
を
抽
出
し
て
、
日
本

全
国
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

届
け
た
い
。
あ
と
は
「
丹

課
」（
総
合
の
学
習
の
時

間
）で
発
表
し
た
り
し
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
完
成
さ
せ
る
力
が

つ
い
た
と
思
う
。（
小
川
）

―
最
初
は
緊
張
も
し
た

が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
資
料
を
作
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
人
の
前
で

発
表
し
た
り
し
て
、
そ
れ

は
今
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。（
芦
澤
）

―
夢
は
医
師
に
な
る
こ

と
。
都
会
の
人
が
考
え
る

田
舎
の
地
域
医
療
と
、
実

際
に
住
ん
で
み
る
の
と
は

全
く
違
う
と
思
う
の
で
、

良
い
視
点
が
得
ら
れ
た
。

地
域
医
療
を
支
え
る
医
師

に
な
り
た
い
。
丹
波
山
村

の
学
校
は
、
調
べ
る
こ
と

と
発
表
す
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
機
会
は
と
て
も

大
切
。（
鶴
田
）

―
丹
課
の
発
表
を
き
っ
か

け
に
地
方
創
生
に
興
味
を

持
っ
て
大
学
に
入
っ
た
。

も
と
も
と
引
っ
込
み
思
案

だ
っ
た
が
、
丹
波
山
村
で

自
信
が
つ
い
た
。
将
来
丹

波
山
村
に
何
か
し
ら
関
わ

り
た
い
し
、
ま
だ
日
の
目

を
見
て
い
な
い
小
さ
な
村

に
も
関
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
。

編
】」
に
、
7
月
か

ら
新
た
に
3
人
が
加

わ
り
ま
し
た
。
研
修

を
終
え
、
9
月
ま
で

の
3
カ
月

間
、
村
内
で

活
動
し
ま

す
。

　
ま
た
、
6

月
24
日
に

は
、
6
月
ま

で
活
動
し
た

地
域
留
学
生

4
人
に
よ
る

活
動
報
告
会

を
開
き
ま
し

た
。

おめでと
うございます
お誕生

ご長寿おめでとうございます
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…………………………………………
子宮頸がん検診を受診しましょう
…………………………………………
子宮頸がんは、子宮の入り口にできる
がんで、性交渉によるHPV（ヒトパピ
ローマウイルス）の感染が主な原因で
す。HPVはごくありふれたウイルスで、
多くの女性が一生のうち一度は感染す
るといわれ、20 ～30 代の感染が増
えています。ほとんどの場合、感染し
ても自然に排除されますが、長く続く
ことにより、一部の人はがんを発症し
ます。初期には自覚症状がないことが
多く、検診で早期発見することが大切
です。
20 歳以上の女性で、前年度に受診し
ていない方は、医療機関で子宮頸がん
検診を受診できます。希望する方には
受診票を発行しますので、住民生活課
までご連絡ください。
…………………………………………
８月は食品衛生月間です
…………………………………………
気温や湿度が高い夏は、食中毒が発
生しやすい時期です。食品衛生月間を
迎えるこの機会に、食中毒予防のポイ
ントを確認しましょう。こまめな手洗
いが最も効果的です。

【食中毒予防の３原則】
つけない：手洗い、調理器具の洗浄・
消毒、食品の保管場所を常に清潔に保
つ
ふやさない：調理後はできるだけ早く
食べ、残った食品は早めに冷蔵庫へ
やっつける：中心部までしっかり加熱

…………………………………………
がん患者アピアランスケア助成事業
…………………………………………
丹波山村では、がん患者の生活の質
の向上を図るため、がん治療に伴う外
見変化へのケアに対する支援を行って
います。がん治療による脱毛が原因で
ウィッグや帽子を購入した方、または、
外科的治療等による乳房の変化に対
する補整具（乳房用の補正下着、人口
乳房・乳頭）を購入した方で、要件を
満たす場合は購入費の助成が受けられ
ます。申請期限は、購入した日の翌日
から起算して１年以内です。詳しくは、
住民生活課までお問い合わせくださ
い。
…………………………………………
社協ボランティアを募集中
…………………………………………
社会福祉協議会では、配食サービスや、
行政や各種団体などから依頼された活
動にボランティアとして参加していた
だける方を募集しています。詳細は、
社会福祉協議会へお問い合わせくださ
い。
【問い合わせ先】社会福祉協議会
TEL：0428-88-0480
…………………………………………
9月11日に女性行政書士による
女性のための無料相談会
…………………………………………
山梨県行政書士会では、9月11日(金)
午前 10 時から午後4時まで、リッチ
ダイヤモンド総合市民会館で女性のた
めの無料相談会を開きます。相談員は

お知らせ　Information

【場所】丹波山村役場２階大会議室
【時間】15:00 ～17:00
【内容】	 7 日㈮	 囲碁・将棋・健康麻雀
	 14 日㈮	 読書の会
	 21 日㈮	 塗り絵・スケッチ
	 28 日㈮	 手芸・編み物

カレンダー
ゴミ分別収集日程表8月

※小学生以下のお子さまが参加される場
合は、ぜひ保護者の方もご参加ください。
※手芸、編み物は材料をご持参ください。

入退室自由・
村民なら誰でも参加OK！

カルチ
ャークラブ 小学生向け

『お気に入りの布でうちわ作り』
【持ち物】◎表布：タテ20cm
×ヨコ 25cm　◎裏布：タテ
20cm×ヨコ25cm　◎バイア
ステープ：60cm　◎うちわ1枚
◎木工用ボンド
※材料は各自持参してください。

【問い合わせ先】　教育委員会 0428-88-0211

日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 31 1

2 3 4
鴨沢出張診療所診
察日

5 6
心配ごと相談

7
カルチャークラブ

8

 燃えるゴミ  ペットボトル  ビン  カン  燃えるゴミ

9
鴨沢文学館夏祭り

10 11 山の日 12
タバスキースポーツ
クラブ

13 14
カルチャークラブ
納涼盆踊り大会

15
納涼盆踊り大会

 燃えるゴミ  燃えるゴミ  雑誌  燃えるゴミ

16 17 18
行政相談

19 20 21
カルチャークラブ

22

 燃えるゴミ  プラスチック  ミックス紙  ダンボール  燃えるゴミ

23 24 25 26
タバスキースポーツ
クラブ

27 28
カルチャークラブ
出張移住相談会

29

 燃えるゴミ  新聞  カン  粗大ゴミ  燃えるゴミ

30 31 1 2 3 4 5

 燃えるゴミ

きゅうり：2本、豚小間切れ肉：100g、卵：2個、塩・胡椒：少々、
サラダ油：大さじ1/2、酒：大さじ1、鶏がらスープの素：小さじ1

夏野菜の代表きゅうりは、カリウムをたくさん含むた
め、高血圧予防に役立ちます。生で食べることが多
いですが、火を通しても美味しく食べられます。

きゅうりと豚肉の中華炒め

作り方

材料　2 人分

① きゅうり2本を小さめの乱切りにする。
② 豚肉を食べやすい大きさに切る。
③ 卵 2個を溶きほぐし、塩・胡椒を加え、混ぜる。
④ 中火で熱したフライパンにサラダ油をひき、③を流し入れ、大きく混ぜる。
半熟状になったら、一度皿に取り出す。
⑤ フライパンをキッチンペーパーで拭き、②の豚肉と酒を入れて炒める。
⑥ 肉に火が通ったら、①のきゅうりを加えて、さっと炒める。
⑦ ④の卵をフライパンに戻し、鶏がらスープの素を入れ、全体に味をなじま
せる。

食育ひろば

全員女性の行政書士で、①遺言相続・
成年後見・契約書作成・農地利用、②
法人設立・各種許認可申請・在留許可
などさまざまな相談に応じます。②の

相談は、９月4日 ( 金 ) 午後４時３０
分までにご予約ください。
【問い合わせ先】山梨県行政書士会事
務局TEL：055-237-2601

村県民税、後期高齢者医療
保険料第2期納期限

第 195 号


